
CNNの実習：キャグルの樹木の葉の病気の診断

Plant Pathology 2020 - FGVC7
Identify the category of foliar diseases in apple trees

https://www.kaggle.com/c/plant-pathology-2020-fgvc7

リンゴの木の葉のイメージで病気の種類を

判別するキャグルコンペティション



リンゴの葉の写真が与えられたとき、あなたはその葉の健康状態を正確に判断できますか？
このコンテストでは、健康な葉、さび病に感染している葉、リンゴかさぶたに感染している
葉、複数の病気に感染している葉を見分けることに挑戦します。



データセットの概要

• Rust, scab, combination, healthyなど4つのタイプを判別

• 個々の画像サイズは (1365×2048)

• 学習画像の件数は1821件

• 性能評価指標はROC-AUC



ROC-AUCとは
• ROC 曲線(Receiver Operation Characteristic Curve)とそれに基づいたAUC(Area Under Curve)スコアは、

バイナリ分類の予測性能測定に使われる重要な指標である。

• 一般的に医学分野で多く使用されますが、機械学習の分類モデルの予測性能を判断する指標として重要な評
価指標でもあります。

• ROC曲線は、FPR(False Positive Rate)が変化すると
TPR(True Positive Rate)がどのように変化するかを示す曲
線です。FPRをX軸に、TPRをY軸にすると、FPRの変化によ
るTPRの変化が曲線の形で現れます。

• 分類の性能指標として使用されるのは、ROC曲線の面積に基
づいたAUC値で決定します。AUC値はROC曲線の下の面積を
求めたもので、一般的に1に近いほど良い数値です。



ROC曲線

• TPRはTrue Positive Rateの略で、これは再現率(感
度)を表します。

TPR=TP /（ FN + TP）

• FPRは、実際のNegativeを誤ってPositiveに予測した

割合を表します。

FPR = FP / (FP + TN) 

• 閾値を1にするとFPRは0になります。

• 閾値を0にするとFPRは1である。

FPRの変化に伴うTPRの変化曲線

予測した値（Predict class）

実際の値

(Ground 

Truth）



提出する最終のフォーマット













ノートブックの名前を変更











ディレクトリとファイルの確認



imagesのディレクトリに
TrainとTestファイルが
一緒に入っている



train.csvファイルの確認



test.csvファイルの確認

Prediction結果をここに入れる



testとtrainファイルをpandasで読み込む

trainデータフレームを確認

LabelがOne hot encodingされている



One hot encodingされているLabelにエラーがあるか確認する

画像の絶対パスをDataFrameのpathに作成する



学習画像のlabelを分かりやすく作成する



他のlabelに比べてデータ件数が少ない



元画像の可視化



色が大事な情報になる



Augmentationを適用
*カットアウトのようなノイズは、葉の病原菌斑点と混同される可能性があるため、使用しない。
* 全体画像が緑系であり、病原菌斑点が特定の色（オレンジ，ブラウンなど）を持っているため、色の変
化は適用しない。
* 全体的に判別したい葉が画像全体の中央に位置しているので、スケール等の適用を検討。

自分が自由に工夫して適用する





SequenceベースのDataset生成
• 従来はimage sizeが高さと幅が同じでしたが、今回は高さと幅が違う
場合があることを考慮してimage_sizeをtupleで入力する。

• opencvのresize()は引数で画像サイズを入力しますが、横x縦(幅x高
さ)の概念で入力します。画像配列の場合は行x列(高さx幅)なので、
resize()呼び出し時にこれを考慮する。

* キャグルコンペティションにテストデータの結果をsubmitするため、
テスト日付のLabelがない。 そのため、Datasetのlabel_batchの値が
Noneになる可能性があるため、コードの修正が必要。



tuple









### create_model() 関数を生成 
* resnet50v2, xception, efficientnetb0~b7 などの Pretrained モデルを生成 









絶対パースを追加



テストはlabelがないのでNoneに設定



提出する最終フォーマットをcsvファイルに作成

ダウンロードする



Kaggleへ提出





性能向上

学習モデルを変更
ハイパーパラメータのチューニング
学習率、最適化、Dropout、
Batch normalization
Augmentationの拡張
Transfer Learning 
………
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